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例へば沈降速度目'h 'l(!~!， 'lU:~ ~有すべき三
種の砂を mhm"!.t m3の分量7さけ混合したものでるる場合を考へゃう。この濁水を充分振
蓋して均一分布とした後放置すれば，第3圃の如く，沈降速度 2'01の砂は折線 OA!Mの











川十m2X一ーム十m"X一一一ι=S，7jOT2 Ima"，: OTs 
の聯立方程式をとりば，mh m'!.， 1123が決定される。
然し園式でやれば一屠簡便である。それには O鮪より SzSgに平行に直線 0んを，Sl品
に平行に OA/J;efJlく。きすれば SaS2に平行な OAa線上の品の直下賠んの縦線 As73
が msを奥へ，OAl i線上の S2直下賠 A/の縦線中 OA3直線で切られる部分AlAz"が
tlZ2を奥へる。何故ならば， SlS2の勾配従って OA/線は沈降速度 W!，W3なる二種の砂
1さけの沈灘塁手に首るが，A/'貼下の縦線は其時までの W3の砂の沈澱量であるから， ~妻。






































を引き Suの直下で OAuと OA7のご直線聞に挟まる斗縦線を読み 11，=7.2粍を得る。
順次かくして第2表第2行の様な撒値が出る。 全量 19粍に劃する是等の百分率を第3行
第 2表 黒川浮砂粒径別分析定量
沈 澱 砂 量 粒 径 (mm)
目盛 (mm) mm % (cmfsec) 範 国 卒 均
8 1.0 5.2 8.40 >0.78 >0.78 
6 。 0.0 -8.50 0.78-0.85 0.54 
9 1.1 5.8 -2.21 0.35-0.22 0.29 
12 4.4 23.0 -1.55 0.22-0.16 0.19 
15 4.1 21.5 -).02 0.16-0.11 0.14 
18 7.2 87.7 -0.62 0.11-0.08 0.10 
19 1.3 6.8 -0.16 0.08-0.04 0.06 
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水中沈降に主る混合砂の定量分析に就いて
に掲ける。一方沈降速度 w は沈殿時聞を以て沈離器の水屠の厚み 20cmぞ除し，表中第
4行に掲ける。此の沈降速度に附る粒径は第 1配れて決定し表の第5行に入fは。
但しかくして出る粒径は各観測時に恰度沈澱を終った最小粒径であって，沈澱砂萱の内に
は其の最小粒径のものから前期に沈澱し経った砂粒よりは小さい粒子までは這入って居
る筈1さから，その様に粒径の範閣を書き表はしt.こ。而して其の平均号最終行に記入し、fこ。
かくて，黒川の浮砂は大関平均直径0.10-0.19mmのものが82%も占め，それより小さ
いものも大きいものも僅少である。向ほ各匿の粒径と其の砂量から粒径の weightedmean 
を出せば 0.168mmとなる。従って黒川浮砂は大関0.17mm直径に近い粒径ぞもつ均一砂
に近いことが分ったoZU論安t二連ベヴこ黒川浮砂分別の強備調査はこの様にして行ったもの
である。
(5) 野i満，軽部，川口:河川の横断面に於ける堕分並r，:.浮世昨砂泥の分布と横流.本誌，第 6~
(昭和 17年)， 16頁。
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